第6期　まちづくり大学　第１６回講義
[image: image1.jpg]


平成22年10月8日（金）
下水処理の仕組みと課題
~狭山水みらいセンター見学~
　講師　　大阪府南部流域下水道事務所　　狭山管理センター 石川　センター長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中田　主査
　　　　　　 大阪狭山市都市整備部　下水道グループ　　　　　　　西澤　主幹
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　荒木　主査
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐野　主事
　コーディネーター　市民活動支援センター　　　　　　　　　　　　　大野　　伊勢田
[image: image2.jpg]


　　　出席者　　２１名　（　M　１６名　　F　５名　）　欠席　１１名　　　　　　　
概要
第１６回講義として流域下水道施設の「狭山水みらいセンター」
の見学を行った。私たちの家庭から排水される汚れた水が、どの
ように流れ、処理されて、きれいな水になるのかを学んだ。
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東池尻の10万㎡(甲子園の約2.5倍の広さ)の広大な敷地に
最新技術を採用した大規模な下水道設備が設置されている。
大阪府の設備であるが、昭和４０年代から大阪狭山市では、
府下の他の都市と比べて下水道普及率が非常に高く、住宅都市
としてのイメージアップに寄与してきた施設である。
大阪狭山市、富田林市、河内長野市の3市から排出された
大量の下水を、各市が設置した下水道管で搬送し、センターでは、微生物を使い処理し、
大阪湾でたびたび発生している赤潮の原因である「リン」や「窒素」を取り除く高度処理を
行った後、東除川に放流している。
　　下水道普及率（平成21年現在）
　　　　　大阪狭山市　　　　 ９９．９％　大阪府下では第5位 (水洗化率　９６％)
　　　　　富田林市　　　　　　８２．７％
　　　　　河内長野市　　　　 ７１．１％
　　　　　大阪府　　　　　　　 ９３．７％
　　　　　全国　　　　　　　　　７３．７％
下水道処理方式には、汚水と雨水を一緒に処理する「合流式」と雨水は河川に流し、汚水
のみ処理する「分流式」があるが、ここでは後者の分流式で処理する。
当センターでは、臭気等の環境対策上地下にほぼ密閉されていて、見学者にはわずかに
部分的に覗けるだけで、汚水処理設備は見ることができないが、構内を歩いてみて､大規模で
素晴らしい設備であり、住民が排出している大量の生活排水を環境汚染しないように完全
処理していることを実感できる。
大阪狭山市の下水道予算（平成21年度）
　　歳入　16億円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　歳出　16億円
下水道使用料　　　 　約8億円（５０％）　　　　　公債費　　　　　　 　約10億円（６２％）
　　　　地方債　　　　　　　　　約3億円（２２％）　　　　　建設費　　　　　　　 約　1億円 （ ９％）　　
　　　　一般会計からの繰入　約4億円（２３％）　　　　 流域下水道負担金約2.5憶円（１５％）
　　　　その他　　　　　　　　　　約1億円（５％）　　　　  公共下水道管理費約1.5憶円（１０％）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 その他　　　　　　　　約 1億円 （ ４％）
下水道料金
　　　　水道使用量に基づき水道料金と合わせて2カ月ごとに徴収　　　　
　　　　標準世帯（2カ月で50トン使用）で、下水道料金：4,240円
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狭山水みらいセンターのあゆみ
　昭和42年　富田林金剛終末処理場として供用開始
　昭和55年　流域下水道狭山処理場（処理水量30,000㎥/日）
供用開始
　平成14年　Ⅱ系水処理施設完成（処理水量40,750㎥/日）　　　　　　　　　
　平成18年　狭山水みらいセンターへ名称変更　　　　　　　　　　　　　　　　　地下式の水処理備
　平成20年　Ⅱ系能力増強6１千㎥/日　設備・運転・運営管理を大阪府に一元化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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　　　　　　　焼却炉　　　　　　　　　　　　　　　　きれいな放流水

設備能力は、処理量に比べてまだ余裕がある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　処理方式　　　　　　設備能力/日　　　　現在の処理量
１系（旧）昭和42年設置　　標準活性汚泥法　　　　 30千㎥　　　　　　　12千㎥
Ⅱ系（新）平成14年設置　　高度処理　　　　　　　約61千㎥　　　　　　　41千㎥
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　　　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　91千㎥　　　　　　　53　千㎥
操業は24時間休日なしの連続で、人員配置は　昼間31名（府職員10名、運転管理業者21名）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　夜間7名3交代制で21名（運転管理業者）
下水道の仕組み
水処理施設（微生物により有機物を分解）
　　流入下水
                                           　　　汚泥処理施設
前処理施設   (紙、布、髪の毛や砂を除く)
最初沈殿地　　（大きな浮遊物を取り除く）　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沈殿　　　重力濃縮槽
嫌 気 槽　　（活性汚泥=微生物を加える）

無酸素槽　　（微生物により有機物を分解し
窒素はガスとなって放出除去　　　　　　　濃縮汚泥混合槽
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脱水機
好 気 槽　　（微生物の働きで有機物が分解され　　　　　　　　　　　　　　　脱水ケーキ
　　　　　　　　　アンモニアとリンを除去）　　　　　　　　　　　遠心濃縮機　　　　　　　　焼却炉

最終沈殿地　　（活性汚泥=微生物を沈殿除去）　　　　　　　　　余剰汚泥　　　　　　灰
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
砂濾過設備　　（細かな残留物を濾過除去）　　　　　　　　　　　　　　　　　　神戸沖　　　焼成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　埋立　　　レンガ
消　　  毒　　　（減菌）　　　　　　　　　　　　　オゾン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（今年度
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で終了）
受け入れから14時間かけた　　　　　　　　　又は場内緑化、
処理済の水を東除川　　　　　　　　　　　　　　せせらぎの丘に放流　　　
せせらぎの丘
平成16年から供用開始、広さは約１万㎡。施設内のせせらぎは、センターで処理された
高度処理水が利用され、カワニナ､（ホタル）などが育っている。さらに、処理水は、農業用水、
道路散水にも使用されている。
かがやき広場
平成２１年から供用、広さは約13,000㎡､その内約6.600㎡の活動ゾーンは芝生が敷かれ、子ども達が安心して遊んでいる。散策路が設けられ、せせらぎの丘にもつながっているので一体で楽しめる。

　　　　　　　　　　　　管理棟　　　　　　　　　　　　　　　　　　かがやき広場
質疑応答
１．下水道事業での大阪府と大阪狭山市の仕事の区分は？
答え：当センターはすべて大阪府の管理、大阪狭山市は、幹線管路へ接続するまでの

管路のみ、設備ではポンプ場1ｹ所を管理しているだけで、その他設備は大阪府の管理。

　

　　２．震災に対する備えは？

　　　答え：神戸の震災後、耐震設計基準が変わり、それに対応して新規の設備はレベル２

（震度6強）に耐えられるが、古い管渠は取り換えの計画をしている。
神戸の震災では処理場は使用不能になったが、管渠は使用可能であった。

　　3．大阪府からの追加説明

　　　　　大和川は、長い間全国No 1の汚染河川の汚名を着せられていたが、H20年度は、
　　　　No 2,平成21年度はNo 3となった。流域では下水道整備で高度処理をしており、河川
　　　　の浄化をはじめ、さまざまな河川美化活動が行われてきており、水質は徐々に改善され
つつあり、このような順位変動となった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
